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社会的な見方・考え方を働かせ、主体的に課題を追究・解決することができる生徒の育成  

―  単元内自由進度学習の実践を通して  ―  

１  主題設定の理由  

これから到来する「予測困難な時代」を生きる子どもたちに

とって、目の前の事象から解決すべき課題を見出だし、主体的

に考え、多様な立場の者が協働的に議論し、納得解を生み出す

ための資質・能力を身に付けることは必要不可欠である。現行

の教育課程や「 OECD 学びの羅針盤 2030」においても、生徒が

主体的に学習に取り組もうとする姿勢が一層求められている。

しかし、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」では、

「与えられなければ学べない」という姿から脱しきれていな

いとの指摘もなされている。  

６月に本校の生徒（中学３年生 117 名）に実施したアンケー

トでは、「社会科の授業は楽しいか」という問いに 98％の生徒

が「楽しい」「まあまあ楽しい」と答えるなど、多くの生徒が授

業に楽しさを感じていることが分かった。一方で、「課題解決

の中で、もっと知りたいと思ったことを解決しようとしている

か」という問いに対して肯定的な回答をしたのは、66％にとど

まった【資料１】。また、「課題の解決に向けて、困ったときに

工夫をすることができるか」という問いに対して、肯定的な回

答は 68％にとどまった【資料２】。さらに「自分の学び方を振

り返って、よかった点や改善点を考えることができるか」とい

う問いに対しても、肯定的な回答は 66％にとどまった【資料

３】。また、単元のまとめの記述などを見ると、社会的事象ど

うしを関連付けて考えることを苦手とする姿がみられた。  

このような実態から、社会的な見方・考え方を働かせる力や、

課題解決に向けてねばり強く取り組む力、自己調整しながら学

ぶ力などが身についていない生徒が多くいることが明らかとなった。  

以上のことをふまえ、本研究では「社会的な見方・考え方を働かせ、主体的に課題を追究・

解決することができる生徒」の育成を目指し、本主題を設定した。  

２  研究の仮説  

 本研究では、研究の仮説を以下のように設定した。  

【仮説１】単元内自由進度学習（以下、自由進度学習と表記）において、学習材を工夫した

り、多面的・多角的に議論する場を設定したりすれば、社会的な見方・考え方を

働かせて学習することができるだろう。  

【仮説２】自由進度学習において、単元を貫く課題を設定したり、自らの学習を計画し、振

り返る機会や相互参照ができる場を設定したりすれば、主体的に課題の追究・解

決することのできる生徒が育つであろう。  

本研究では、「主体的に課題を追究・解決する姿」を「自らの学習を見通したり、振り返っ

たりしながら、課題の追究・解決に向けてねばり強く取り組む姿」と定義する。  

３  研究の手だて  

（１）  仮説１：「社会的な見方・考え方を働かせる」ための手だて  

   ①  学習材の工夫  

 自由進度学習において、生徒が主体的に学習を進める中で、社会的事象を多面的・多角的

に考えることができるよう、「ヒントカード」を準備する。  

②  多面的・多角的に考え、議論する場の設定  

 これまでの学習内容を活用して、多面的・多角的な視点から、お互いの意見を評価し、議

論する場を設定することで、社会的な見方・考え方を働かせる場面をつくる。  

（２）  仮説２：「主体的に課題を追究・解決させる」ための手だて  

①  単元を貫く課題の設定  

第１時で生徒たちから疑問を引き出しながら、単元を通して追究していく課題を設定する

とともに、単元の最後に、課題に対する自分の考えをまとめることを伝えることで、単元を
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見通した学習を進めさせる。  

 ②  自らの学習を見通したり、振り返ったりする時間の設定  

授業の最初に自らの学習を見通し、それをもとに学習を進め、授業の最後に自らの学びを

振り返るサイクルをつくることで、自己調整の力を高めることにつなげる。  

  ③  相互参照ができる場の設定  

単元の目標や使用する学習シート、計画・振り返り表などを１枚のカードにまとめ、ロイ

ロノート・スクール（株式会社 LoiLo、以下「ロイロノート」と表記）で配付する。その際、

ロイロノートの共有ノート上にカードを置くことで、相互参照を可能にする。  

４  実践した単元について…中学３年生・公民的分野「現代の民主政治」  

（１）単元目標  

〇  政治や社会の現状や課題について的確に読み取ったり、文章や図表などにまとめたりし

て、国の政治のしくみについて理解することができる。        （知識及び技能）  

〇  民主政治と世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について、多面的・多角的に

考察し、表現することができる。            （思考力、判断力、表現力等）  

〇  民主政治をよりよく運営していくために必要なしくみや、政治への関わり方について、

主体的に追究しようとする。               (学びに向かう力、人間性等 ) 

（２）単元計画（６時間完了）  

時数 教科書のタイトル  主な学習内容  学習形態 

１  導入・政治と民主主義  民主政治の考え方やそのしくみ  一斉・個別・協働 

 

２  

３  

４  

５  

選挙の意義としくみ  選挙制度とその役割   
個別・協働  

政党の役割  民主政治における政党の役割  

マスメディアと世論  マスメディアの役割と影響  

選挙の課題と私たちの政治参加  政治参加への課題とあり方  

６  【発展課題】日本の民主主義をよりよくするためには？  個別・協働  

(３ )単元選択の理由  

本単元は、現代の民主政治と国民の政治参加の関わりを学ぶ。 18 歳から選挙権が与えられ

る今、中学３年生にとって、自分たちの未来に直結する身近なテーマで、当事者意識をもち

やすい内容である。また、現代の民主政治の課題は、一つの正解を出せるものではない。民

主主義や今の日本の民主政治について、社会的な見方・考え方を働かせながら、社会的事象

を多面的・多角的に考え、課題解決に向けて主体的に学習に取り組む姿に期待した。  

５  抽出生徒について  

事前アンケートの回答と日頃の学習の様子から、２名の生徒を抽出した。  

 生徒Ｘ  生徒Ｙ  

課題解決の中で、もっと知りたいと思った

ことを解決しようとしているか。  
まあまあしている  あまりしてない  

課題解決に向けて、困ったときに工夫をす

ることができるか。  
あまりできない  まあまあできる  

自分の学び方を振り返って、よかった点や

改善点を考えることができるか。  
あまりできない  まあまあできる  

＜生徒Ｘ＞  

 社会科の授業に対して、前向きである。課題解決に向けてねばり強く取り組んだり、工夫

したりする姿勢に少し課題がある。本単元のように一つに正解が決まらない課題に対しても、

社会的な見方・考え方を働かせながら、ねばり強く自分なりの結論を導き出そうとする姿を

期待した。  

＜生徒Ｙ＞  

 語句の暗記は得意である。「社会科は暗記科目」ととらえている。一斉授業の中では、自分

の意見を表現することや、疑問に思ったことを自ら進んで解決しようとすることに対して、

消極的である。現代の民主政治について学習の中で、社会的な見方・考え方を働かせ、とき

【単元を貫く課題】なぜ政治に国民が参加することが重要なのか？  

自由進度学習  
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に友だちと協働しながら、主体的に学ぶ姿が表れることを期待した。  

６  研究の実際と考察  

(１ ) 自由進度学習を始めるにあたって  

①  学習材の工夫と相互参照ができる場の設定    

 単元の目標や単元内で使用する学習シートを一つにまとめた

「単元シート」を作成した【資料４】。また、テストカードも配

付し、いつでも確認テストができるようにした。「単元シート」

は、ロイロノートの共有ノートに配付した。あわせて、自由進度

学習の中で、生徒が自ら教科書から情報収集を行う際のヒント

にしたり、社会的な見方・考え方を働かせたりできるよう、「ヒ

ントカード」を作成した【資料５】。「ヒントカード」では、教

科書に合わせて「民主主義」「政党」「選挙」「メディア」の４つ

を取り上げた。  

②  自らの学習を見通したり、振り返ったりする時間の設定  

自由進度学習では、本時で何を学ぶか、誰と学ぶかを自分で決

めて学習を進める。授業の冒頭に、自分が本時で学ぶことや、学

び方について、見通し・目標を立てさせ、学習シートに記入させ

た。また、授業が残り５分～ 10 分になったところで、自分の学

びがどうだったかを振り返らせた。  

(２ ) 第１時～第５時  自由進度学習の様子  

①  第１時  単元を貫く課題の設定から、自由進度学習へ  

 第１時の冒頭、総理大臣指名の動画や新聞記事から政治が日々変化していることを確認し

た。続いて、年代別投票率の推移や棄権理由（関心の低さ等）のデータを提示した。 20 代の

投票率の低さに「低すぎる」と驚くなど生徒の問題意識が高まったところで、「なぜ政治に国

民が参加することが重要なのか？」を単元を貫く課題として設定し、各自で見通しを立てて

自由進度学習に入った。   

  ②  第２時～第５時  自由進度学習の様子  

第２時・第３時では、教科書等から情報を収集・整理する生

徒や、テストカードで知識の定着をはかる生徒など、進度に応

じて学習方法を選択・調整する姿がみられた。生徒Ｘは、ヒン

トカードを活用しながら一人で学習を進め、単に語句を写すだ

けでなく「民主主義には政治参加や選挙が重要」と関連付けて

気付くことができた【資料６】。生徒Ｙは「なぜ関心が低いの

か」という問いについて友だちと意見交換し、主体的に学びを

深める意欲の高まりを見せた。  

 第４時になると、単元を貫く課題についてまとめ始める生徒

が出始めた。生徒Ｘは、政党について友だちと協働しつつ、ま

とめに向けた要素を計画的に整理した。生徒Ｙは「国民が政治

に参加しなくなるとどうなるか」というテーマで探究を進め、

インターネット等で情報を集めながら日本の現状について友

だちと意見を交わし、学びを深めた【資料７】。  

第５時では、多くの生徒が単元を貫く課題に対するまとめに

入った。これまでの学びを蓄積した学習シートやヒントカードを見返しながら、自らの考え

を記述する姿がみられた。  

まとめが終わった生徒には、友だちどうしで読み合い、意見交換をしたり、次時に話し合

う「日本の民主主義をよりよくするためには？」という課題について、自分の考えを整理し

たりするように伝えた。  

生徒Ｘのまとめの記述からは、選挙によって選ばれた代表者が政策を決めるという民主主

義の基本を理解した上で、医療や教育といった日常の課題と政治を関連付けてとらえられた

ことが読み取れた。振り返りには、「今までの資料を使ったり、矢印を使ったりしたことで、

今まで以上にまとめたことがわかりやすくなっていてよかった」と自らの学びに手ごたえを

感じた様子であった。生徒Ｙは、これまでの学習で整理した知識をもとに、国民が政治に参

加しないことのリスクを中心にまとめた。書き終えた後は、友だちどうしで発表し合うだけ

でなく、「国民の政治への関心を高めるにはどうすればよいか」について意見交換をしたり、

タブレット端末で調べたりする様子がみられた。  

【資料５】「ヒントカード」  

【資料４】「単元シート」  

【資料７】生徒Ｙの振り返り  

【資料６】生徒Ｘの学習シート  
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生徒Ｘ・Ｙの単元を貫く課題に対するまとめは次の通りである【資料８・９】。  

生徒Ｘは、政治の役割や参加の手段を多面的にとらえ、自分なりの結論を導き出している。

記述の中では、政治の役割を「社会全体の方向性を決める」という大きな視点からとらえる

だけでなく、環境問題や医療、教育といった「日常で起こる身近な問題」とも密接に関連付

けている。さらに、政治参加の手段についても、選挙に限らず、ＳＮＳやインターネットに

発信するという現代的なアプローチも考えている。このように、民主主義のあり方を多面的・

多角的にとらえ、「社会を自分たちの力で変える」という主権者としての前向きな解決策を見

出していることから、社会的な見方・考え方が十分に働いていることが分かる。  

生徒Ｙは、政治に参加する意義を「もし参加しなくなったらどうなるか」という逆の側面

から多面的に考えている。また、投票率の高い高齢者の意見が多く取り入れられ、若者の意

見が反映されづらくなるという世代間の対立や不平等さに気付き、現代の政治課題を公正の

視点から多角的にとらえることができていることから、社会的な見方・考え方が働いたとい

える。  

③  第６時  多面的・多角的に議論する場の設定   

第６時では、これまでの学習を生かしながら「日本の民主

主義をよりよくするには？」を発展課題として、話し合い活

動を行った。前時にまとめた単元を貫く課題に対する考えを

集約し、生成ＡＩを使って画像化したものを、授業の冒頭に

提示し、政治に国民が参加することの重要性を確認した【資

料 10】。その後、発展課題について、自分が取り上げたいテ

ーマを決め、考えをまとめさせた。生徒たちは、「若者の投票

率」「政治家への信頼」「報道の公平性」など、それぞれの問

題意識に応じて、民主主義をよりよくするためのテーマを選

ぶ様子がみられた。テーマが決まった生徒は、アンケートカ

ードに入力させることで、取り上げたテーマを互いに見られ

るようにした。例えば、投票率の低下について問題意識をも

ったある生徒は、「ネット投票にしてはどうか」と考えた。そ

れについて友だちから、「ネット投票だと本当は誰が投票し

たのかがわからないのでは」という指摘を受け、再度考えを

練り直す姿がみられた。また、「法律をつくって投票を強制に

するのはどうか」と考えた生徒は、友だちとの交流やインタ

ーネットで情報を集める中で、「確かに投票率が上がるが、い

い加減に投票する人も増える」「投票しないより、しっかり調

べず適当に投票される方が、国のためにならない」といった

意見に触れ、選挙のあり方だけを変えればよいという訳にはいかないことに気付くなど、多

面的・多角的な視点から考えを深める姿がみられた。  

生徒Ｘは、自身の生活経験から、「メディアはなぜ、政治家の悪いところばかりを報道する

のか」という問題意識をもった。当初はその原因を、メディア側の姿勢にのみ求めていたが、

友だちとの意見交換の中で、情報を受け取る側（国民）の態度がメディアの報道姿勢に影響

を与えているということに気付いた。そこで、より自分事としてとらえさせるために「そう

ならないために何ができるか」と教師から問いかけたことで、「複数の情報源を見比べる」「情

【資料 10】生成ＡＩで作成した画像  

【資料 11】第６時の生徒Ｘの考え  

【資料８】課題に対する生徒Ｘのまとめ  【資料９】課題に対する生徒Ｙのまとめ  



5 

 

報を取り入れながら、自分たちなりに調べたり考えたりす

る」といった、情報の受け手としてのメディアとの向き合

い方まで考えることができた【資料 11】。  

 生徒Ｙは、これまでの学習を通して、「若者の投票率が低

いままだと、高齢者の意見ばかりが反映される」という危

機感をもっていた。単元を貫く課題に対するまとめでは、

若者の意見を政治に反映させるための具体的な手だてを考

えることができていなかったが、本時の課題と向き合う中

で、インターネットを活用した具体策を考えることができ

た。また、友だちと交流する中で、インターネットの負の

側面にも考えを巡らせ、誤情報に惑わされずに、政治への

信頼や投票率の向上につながる方策を考えることができた【資料 12】。  

７  研究の成果  

実践後、事前アンケートと同様の事後アンケートを実施したところ、抽出生徒Ｘ・Ｙのど

ちらの回答にも変容がみられた【資料 13】。  

 

 生徒Ｘ  生徒Ｙ  

事前  事後  事前  事後  

課題解決の中で、もっと知りたいと思ったことを解

決しようとしているか（できたか）。  

まあまあ  

している  
できた  

あまり  

してない  
できた  

課題解決に向けて、困ったときに工夫をすることが

できるか（できたか）。  

あまり  

できない  
できた  

まあまあ  

できる  
できた  

自分の学び方を振り返って、よかった点や改善点を

考えることができるか（できたか）。  

あまり  

できない  

まあまあ  

できた  

まあまあ  

できる  

まあまあ  

できた  

（１）  仮説１：「社会的な見方・考え方を働かせる」ための手だて  

  ①  学習材の工夫  

生徒の目標や振り返りの記述には、「３時間で教科書の内容を

まとめて、残りの時間で単元を貫く課題についてまとめたい」と

いった記述がみられた。「単元シート」に単元を貫く課題が常に

提示され、振り返りシートに残り時数が明記されていたことで、

生徒が学習のゴールを意識し、見通しをもって主体的に学習に取

り組むことができたといえる。また、学習が苦手な生徒や、これ

まで語句を列挙するだけで学習を終えがちだった生徒も「ヒント

カード」を有効に活用する姿がみられた。学習材の工夫が足場か

けとなり、社会的な事象どうしを関連付けて自ら学びを深めるこ

とができており、社会的な見方・考え方を働かせるための有効な

手だてであったといえる【資料 14】。  

  ②  多面的・多角的に考え、議論する場の設定  

生徒Ｘは、友だちとの意見交換を通して、メディアの報道姿勢を批判するだけでなく、情

報を受け取る国民側の姿勢にも目を向け、多角的な視点からメディアと政治の関係性をとら

え直す姿がみられた。生徒Ｙは、若者の関心を高めるためのインターネットの活用について、

情報の伝達しやすさという利点と、誤情報が広がるという問題点の両面から多面的に考え、

「政治家自らが発信する」という解決策を導き出した。議論する場を設定したことで、異な

る価値観や多様な視点に触れ、一面的な見方から脱却し、多面的・多角的に比較・吟味しな

がら、社会的な見方・考え方を働かせた自分なりの納得解を考え出すことができたといえる。  

（２）  仮説２：「主体的に課題を追究・解決させる」ための手だて  

①  単元を貫く課題の設定  

実践後に実施した「単元を貫く課題や目標を意識しながら、学

習することができたか」というアンケートに、 91％の生徒が肯定

的な回答をした【資料 15】。生徒Ｘ・Ｙはどちらも「できた」と回

答した。生徒Ｘは、第１時では「単元を貫く課題に対する答えをし

っかりと自分なりに考えることを目標に…」、第２時では「重要な

出来事や関係について詳しくまとめて答えにつながるように…」

と記述するなど、常に単元を貫く課題に対して、自分なりの答え

【資料 13】生徒Ｘ・生徒Ｙの変容  

【資料 12】第６時の生徒Ｙの考え  

【資料 14】生徒Ｘの学習シート  

【資料 15】事後アンケ―ト①  
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を出すことを前提にして学びに向かう姿がみられた。生徒Ｙは、第３時で「なぜ国民の政治

への関心が低いのか」、第４時で「国民が政治に参加しなくなるとどうなるのか」といった問

いを見出し、追究を進めた。これらの問いは、単元を貫く課題を解決しようとする過程で生

まれたものであり、明確なゴールの設定が、生徒Ｙの主体性を引き出すことに繋がった。  

このように、単元を貫く課題の設定により、知識を活用する目的が生まれ、主体的に課題

を追究・解決しようとする姿勢を引き出す上で有効な手だてであったといえる。  

  ②  自ら学習を見通したり、振り返ったりする時間の設定  

実践後に実施した「自分の学び

方を振り返って、よかった点や改

善点を考えることができたか」と

いうアンケートに 95％が肯定的

な回答をした【資料 16】。生徒Ｘ

の目標や振り返りには、本時の学

習で何をどうやるかを明確にし

たり、学びを振り返って、次に生

かしたいことを表現したりする

記述がみられた【資料 17】。生徒

Ｙは、振り返りにおいて本時の成

果を書くだけでなく、次時に取り

組みたいことを書いた。第３時の

振り返りには、「友だちと意見交

換しながらやっていたら、どんど

ん疑問が浮かんできて、政治への

関心が深まった」という記述がみ

られ、自ら学びに向かう姿勢の高まりが感じられた。  

また、「課題解決の中で、もっと知りたいと思ったことを解決しようとすることができたか」

というアンケートには、91％の生徒が肯定的な回答をした【資料 18】。このように、自らの学

習を見通したり振り返ったりする時間を設定したことは、生徒の主体性を引き出し、ねばり

強く課題を追究していくことにつながったといえる。  

③  相互参照ができる場の設定  

実践後に実施した「課題の解決に向けて、困ったときに工夫を

することができたか」というアンケートに 89％の生徒が肯定的な

回答をした【資料 19】。  

見通し・目標を設定する場面では、他の生徒がどのようなこと

を記述しているのかを参照してから、書き始める生徒もいた。ま

た、友だちの学習状況がリアルタイムでみられるため、協働しや

すくなったと考える。  

生徒Ｘは、友だちと協働しながら、学習を深める様子がみられた。生徒Ｙは、一斉授業の

中では発言に消極的であるが、相互参照ができる場を設定したことで、生徒Ｙの学習シート

を参考にする生徒が出てきた。わからないことや困ったことに出会ったときに頼る選択肢と

なったり、協働をより活性化することにつながったりしたことから、主体的な学びを引き出

すために、この手だては効果的であったと考える。  

８  今後の課題  

 本実践では、ヒントカードを用意したものの、それだけでは情報の収集・整理に苦戦する

生徒もみられた。一人ひとりの学びを保障するためには、学習シートの難易度や課題設定に

段階性を設けるなど、支援の手だてをさらに工夫していく必要がある。  

また、単元の最後に発展課題として「日本の民主主義をよりよくするには？」を設定した

が、問いの範囲が広く抽象的であったため、意見交流の際に議論が発散してしまう場面がみ

られた。単元で学んだ知識や身につけた見方・考え方を最大限に活用しながら、より質の高

い合意形成や納得解の構築につなげるために、問いの設定や、場づくりについてさらなる工

夫に努めたい。  

９  参考文献  

・社会科「個別最適な学び」授業デザイン理論編（宗實直樹著、明治図書、 2023 年）  

・社会科「個別最適な学び」授業デザイン実践編（宗實直樹著、明治図書、 2023 年）  

・中学校学習指導要領（平成 29 年告示）社会編（文部科学省、 2017 年 7 月）  

【資料 19】事後アンケート④  

【資料 16】事後アンケ―ト②  

【資料 17】生徒Ｘの見通し・目標と振り返り  

【資料 18】事後アンケ―ト③  


